
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨雲も寄せ付けない地域おこし協力隊のパワー全開！ 
 

夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
長
く
親
し
ま
れ
て
き
た
大
厳

寺
高
原
の
真
夏
の
雪
ま
つ
り
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
世
界

的
な
流
行
に
よ
り
令
和
2
年
（2020

）
に
中
止
し
て
以

来
7
年
目
と
な
っ
た
こ
の
夏
、
松
之
山
地
域
で
活
動
す

る
6
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
発
案
・
企
画
し
た
ま

つ
の
や
ま
夏
祭
り
が
7
月
26
日
の
夕
方
か
ら
休
養
村

セ
ン
タ
ー
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
特

に
子
供
や
若
い
世
代
へ
の
反
響
が
大
き
く
、
午
後
4
時

か
ら
始
ま
っ
た
会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
親
子
・
家
族
が

次
々
に
訪
れ
、
太
鼓
や
ダ
ン
ス
、
ラ
ム
ネ
・
コ
ー
ラ
の
早

飲
み
大
会
に
声
援
を
送
っ
た
り
出
店
を
巡
っ
た
り
な

ど
、
久
し
ぶ
り
の
松
之
山
地
域
全
体
の
夏
祭
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。 

6
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
地
区
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
情
報
交
換
を
進
め

る
中
で
松
之
山
全
域
で
楽
し
め
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
復

活
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
高
ま
り
、
支
所
と
協
働
で

事
業
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
夏
ま
つ

り
は
松
之
山
温
泉
甚
句
に
よ
る
盆
踊
り
を
若
い
世
代
に

伝
え
た
い
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
り
、
会
場
中
央
に
は
提

灯
を
飾
っ
た
大
き
な
櫓
も
設
け
ま
し
た
。
午
後
７
時
過

ぎ
か
ら
始
ま
っ
た
盆
踊
り
に
は
に
わ
か
仕
込
み
の
師
匠

（
？
）
と
し
て
協
力
隊
も
加
わ
り
、
子
供
た
ち
も
見
よ
う

見
ま
ね
な
が
ら
一
緒
に
な
っ
て
踊
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
開
催
さ
れ
る
各
地
区
の
盆
踊
り
に
は
、
立
派
な
踊
り

手
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

心
配
さ
れ
た
お
天
気
は
、
大
役
を
任
さ
れ
た
協
力

隊
の
熱
意
に
さ
す
が
の
雨
雲
も
近
寄
れ
な
か
っ
た
よ

う
で
、
猛
暑
も
な
く
盆
踊
り
の
頃
に
は
月
ま
で
顔
を

出
す
絶
好
の
祭
日
和
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
9
月
で
3
年間

の
任
期
を
終
え
る
司
会
進
行

も
担
当
し
た
野
津
美
梨
加
さ
ん
は
、「
み
ん
な
が
協
力
し

合
っ
て
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
て
最
高
で
し
た
。
任

期
終
了
後
も
松
之
山
に
住
み
続
け
る
の
で
、
こ
ん
な
イ

ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
あ
と
い
う
思
い
を
込
め
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
か
か
わ
っ
て
い

き
た
い
の
で
バ
シ
バ
シ
使
っ
て
ほ
し
い
。」
と
、
あ
の
い

つ
も
の
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

ま
た
来
年
度
も
継
続
す
る
2
名
の
う
ち
の
一
人
赤
間

宏
太
郎
さ
ん
は
、
「
こ
れ
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
立
ち
上
げ

ら
れ
た
の
は
、
6
人
の
個
性
豊
か
な
能
力
が
結
集
し
た

か
ら
だ
と
思
う
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
な
く
し
て
は
で
き
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。」
と
話
し
、
地
区
間
交
流
か
ら

新
た
な
発
想
が
生
ま
れ
、
担
当
地
区
も
松
之
山
地
域
も

と
も
に
元
気
に
な
る
よ
う
な
活
動
を
め
ざ
し
た
い
と
、

こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 
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１．方針案の内容 

・１０年後に 1校を基本とする。 

・通学時間は夏期で 45分以内とする。 

・立地場所はこれから選定する。会議では、十日町中

央、西区、水沢区の順の得票数。 

・２校以上との意見も少なくなかったが、具体的な再編案

が松之山以外からは無く、議論にはならず。 

・１０年後に 1 校を基本としながらも、『地域資源を生かし

た特色ある教育（中略）市内外からも選ばれる魅力ある

教育を継続的に実践できる学校』と注釈にて記述あり。

これは、まつのやま学園のことと思われる。 

２．委員からの感想、意見 

・「良い方針案が出来た」との意見の一方で、 

「意見出しをしたのち、事務局でまとめる流れだったので深

い議論にならず、物足りなさがある」 

「後半は方針案の校正•校閲作業が中心で、方向性も既に

決められているような印象」との意見も。 

・通学時間が長くなる地域を心配する声もいくつかあった。 

３．今後について 

・方針案と最終会議で出された意見を定例教育委員会に

てまとめ、パブリックコメント及び市議会等への報告を経て

最終方針として策定予定。 

 

十日町❝みんなの学校❞プロジェクトの活動を終えて 

全
市
で
1
校
の
場
合
、
R

16
年
で
生
徒
数
は
最
大
で

名
、
学
級
数
は
17
～
15
ク
ラ
ス
で
各
学
年
5
ク
ラ
ス

以
上
と
な
り
、
開
校
時
が
最
大
生
徒
数
の
大
規
模
校
で

す
。
そ
の
後
年
々
生
徒
数
は
減
少
し
て
い
く
の
で
、
空
き

教
室
の
活
用
方
法
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

 

今
後
は
、
方
針
案
と
最
終
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
を
定

例
教
育
委
員
会
に
て
ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
及

び
市
議
会
等
へ
の
報
告
を
経
て
最
終
方
針
と
し
て
策
定
予

定
で
す
。 

学
園
は
、
数
年
後
に
は
中
学
部
が
複
式
学
級
と
な
り
学

校
を
維
持
す
る
の
が
難
し
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

し
か
し
会
議
中
に
は
、
学
園
の
話
題
が
他
地
域
か
ら
も
出

る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
関
心
は
持
た
れ
て
い
ま
し

た
。
実
際
に
学
区
外
通
学
の
生
徒
や
保
護
者
の
満
足
度
は

高
い
こ
と
が
、
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
分
か
っ
て
い

ま
す
。 

 

学
園
創
立
の
際
は
、
あ
ま
り
議
論
す
る
時
間
も
な
く
開

校
に
至
っ
た
と
聞
き
ま
す
が
今
年
10
周
年
を
迎
え
、
松
之

山
在
住
、
雪
里
留
学
の
親
子
共
に
満
足
度
は
高
く
、
保
育

園
保
護
者
も
通
学
を
希
望
し
て
い
ま
す
。 

 

各
学
年
5
ク
ラ
ス
以
上
の
大
規
模
校
1
校
だ
け
で
本
当

に
い
い
の
か
、
そ
れ
が
本
当
に
十
日
町
市
の
、
松
之
山
の

子
ど
も
達
の
た
め
な
の
か
。
雪
里
留
学
を
き
っ
か
け
に
、

家
族
で
移
住
す
る
世
帯
が
あ
る
ほ
ど
魅
力
あ
る
学
校
と
し

て
成
長
し
て
き
た
学
園
を
、
生
徒
数
減
の
理
由
だ
け
で
こ

の
ま
ま
閉
校
し
て
い
い
の
か
。 

 

ま
ち
づ
く
り
や
移
住
定
住
促
進
の
観
点
か
ら
も
、
義
務

教
育
が
地
域
か
ら
無
く
な
る
こ
と
は
子
育
て
世
代
が
松
之

山
を
選
ば
な
く
な
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
松
之
山
地
域

と
し
て
、
ま
た
自
治
振
興
会
と
し
て
、
学
園
を
ど
う
し
て

い
く
の
か
を
保
護
者
だ
け
で
な
く
住
民
の
皆
で
具
体
的
に

考
え
、
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

み
ん
な
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
新
し
い
十
日
町

市
立
中
学
校
を
つ
く
る
会
）
の
全
11
回
会
議
が
6
月

下
旬
に
終
了
し
、
魅
力
あ
る
十
日
町
市
立
中
学
校
づ

く
り
方
針
（
素
案
）
の
検
討
も
終
了
し
ま
し
た
。 

方
針
案
で
は
、
学
校
の
配
置
に
関
し
て
は
「
10
年

後
に
1
校
を
基
本
」
と
し
、
「
通
学
時
間
は
夏
期
で

45
分
以
内
」
と
し
て
い
ま
す
。
立
地
場
所
の
選
定
は

こ
れ
か
ら
で
、
会
議
で
は
十
日
町
中
央
、
西
区
、
水

沢
区
の
順
の
得
票
数
で
し
た
。
2
校
以
上
と
の
意
見

も
あ
り
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
再
編
案
は
松
之
山
以

外
か
ら
は
出
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
議
論
に
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

委
員
か
ら
は
、
「
良
い
方
針
案
が
出
来
た
」
と
の

一
方
で
、
「
意
見
出
し
を
し
た
の
ち
、
事
務
局
で
ま

と
め
る
流
れ
だ
っ
た
の
で
深
い
議
論
に
な
ら
ず
、
物

足
り
な
さ
が
あ
る
」
、
「
後
半
は
方
針
案
の
校
正
•

校
閲
作
業
が
中
心
で
、
方
向
性
も
既
に
決
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
印
象
」
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

『
い
た
だ
い
た
意
見
を
も
と
に
、
「
市
立
（
公

立
）
中
学
校
」
と
し
て
国
・
県
の
制
度
や
学
校
現

場
、
地
域
と
の
連
携
等
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

で
き
る
こ
と
と
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
こ
と
を
振
り

分
け
る
な
ど
し
て
ま
と
め
る
』 

こ
れ
は
、
会
議
の
進
め
方
等
の
意
見
に
対
し
て
の
回

答
と
し
て
、
何
度
も
出
て
き
た
文
言
で
す
。
委
員
は

様
々
な
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
事
務

局
が
現
行
の
制
度
内
で
で
き
る
こ
と
と
し
て
ま
と
め

て
い
た
の
で
、
出
さ
れ
た
意
見
か
ら
更
に
踏
み
込
ん

だ
議
論
に
発
展
す
る
こ
と
は
な
く
、
不
満
を
感
じ
る

委
員
も
い
ま
し
た
。
「
1
校
だ
け
で
本
当
に
い
い
の

か
」
「
通
学
時
間
の
長
さ
が
心
配
」
「
松
代
・
松
之

山
か
ら
は
夏
期
で
も
45
分
で
は
通
学
出
来
な
い
」
な

ど
、
最
後
ま
で
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

松之山自治振興会選任委員 相澤美紗子 全市１校への不安は払しょくされず！ 

 会議は８回の予定を追加し全１１回開催、６/２２(月)が最終会議  延長した３回は方針案の校正•校閲作業 
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【総務・事業部会】  

□総務防災環境対策費 決算額１，３３５千円（当初予算額２，１０３円） 

① まちづくり活動事業補助金：申請 13団体のうち 1団体が事業中止しました。決算額は 1,012千円でした。 

② 広報事業費：「はいこんちょ」の発行（３回）に係る用紙代・印刷費・その他で 118千円の決算でした。 

③ 防犯活動・交通安全推進事業費：松之山地域交通安全大会の補助金として 50千円を助成しました。 

④ 自主防災組織強化事業費：松口防災組織 AEDの更新に 100千円、兎口防災組織 AEDパッド交換に 6千円 

⑤ 教育関連事業への助成事業費：保育園保護者会活動、スポーツ優秀競技者への表彰、まつのやま学園ずきん継

続配布の合計で 49千円 

□福祉文化対策費 決算額４，４５０千円（当初予算額４，３４４千円） 

① 集落安心づくり事業費：前年度同様の 27組織が取り組みました。基本交付金と加算交付金（8集落が該当）を

合わせて 3,800千円の決算となりました。 

② 敬老会助成事業費：老人クラブや集落が主催し全集落で実施しました。75 歳以上の 515 人に 1 千円づつ、計

515千円の決算となりました。 

③ 郷土文化伝承事業費：湯米心で取り組んでいる野鳥こけしづくりの後継者育成対策に 25千円を支援しました。 

④名老百選事業費：新たな名老申請はなく決算は 10千円でした。 

⑤【新規】買い物支援事業：高齢者支援策の一環で買い物支援事業を新企画し実施した。100千円 

□産業観光交流対策費 決算額 1，599 千円（当初予算額 1，812 千円） 

① 地域内イベント助成事業費：ながなわとび大会、湯鳥駅伝大会、産業祭フワフワ遊具レンタルの代金の合計で、

419千円の決算となりました。 

② 交流事業費：東京松之山会春の総会に地域から 16名が参加しました。バス代等 307千円の決算になりました。 

④ 緑の環境整備事業費：大棟山美術館の森整備事業（3 年目）と、キョロロの森を育てよう事業（3 年目事業の

繰り越し分）をにいがた緑の百年物語緑化助成事業、国土緑化推進機構助成事業を受けて実施しました。全体

で 873千円の決算となりました。 

【移住定住教育環境促進部会】  決算額 1,371 千円（当初予算額 1,460 千円） 

① 情報活用事業費：ホームページの運用経費で、決算は 22千円でした。 

② まつのやま学園支援活動事業費：優秀成績達成児童生徒 2名の懸垂幕を作成設置し、58千円の決算でした。 

③ 活性化事業：移住体験ツアーを春と秋の２回実施。民間の移住情報会社の web媒体で告知。1,291千円 

【まつのやま青年女性まちづくり部会】  決算額 76 千円（当初予算額 135 千円） 

① 活性化事業：地域の史跡等まもり隊活動、みんなの食堂企画参加、活動保険等で 75千円の決算になりました 

② 新たな取り組み事業：移動支援事業の研究活動で 1千円の決算になりました。 

【事務局費・予備費】 決算額２，045 千円（当初予算額 2，332 千円） 

  役員 42名分の報酬・費用弁償・旅費・事務局員の賃金、支所に払う年間の印刷費、郵便料金、賛助会費、広告 

掲載費など、事業を実施するための諸費用全般。また集落安心づくり交付金の内、加算交付金の一部を市に返還 

した 100千円を含みます。 

 

          □歳出決算総額 １０，８７６千円 □次年度繰越金 ５０４千円 

【十日町市交付金】  決算額 7，575 千円 

① 集落安心づくり事業交付金：3,800千円 27組織×100千円＋加算金対象 8行政区の計 1,100千円 

② 自治協働事業交付金：3.275千円 ①を除く事業に配分できるお金 

③ パワーアップ事業交付金：500千円 移住体験ツアーと買い物支援事業の立ち上げに採択 

【自主財源】  決算額２，628 千円 

① 会費 315千円（500円×630世帯） ② 繰越金 684千円 ③ 雑収入 258千円（景観資金等）  

④ 応援寄付金会計からの繰入金 1,371千円   

【緑の百年物語緑化助成事業関連補助金】  決算額 1，177 千円 

① ゴルファー緑化 343千円 ② 森づくり 0千円 ③国土緑化推進機構 784千円 ④ 地元負担金 50千円 

【市補助金】  決算額 ０千円 

 

□歳入決算総額 １１，３８０千円 

 

 ― 令和７年度事業報告と決算概要 ― 

□歳入の部 

□歳出の部 
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いただき、20人の子供たちは午前の勉強から午後のレ

クリエーションまで楽しい一日を過ごしました。 

◇問い合わせは松之山支所 地域支援員の滝沢まで 

 

 

 

 

 

    

松之山自治振興会 事務局      https://www.facebook.com/hai.koncho 

〶942-1406 新潟県十日町市松之山 1５9７-2（松之山支所 地域振興課内） 

:025-596-3131 fax:025-596-3515 E-mail: m_jichishinkoukai@yahoo.co.jp 

【松之山の人口７月末】 総人口 1,460 人（男 696 人 女 764 人） 世帯数：７19 世帯 

  （総人口 前月比：-11 人） 

◇編集後記◇ 
 夏になり森はセミの独演場です。夜明けと同時に数グ
ループが合唱するカナカナゼミはいつもより少ない気が
しますが、このところのアブラゼミ、クマゼミは本当に
にぎやかですね。先日草刈り機を使っていたら頭がジー
ジー鳴るんで、耳鳴りかと思って機械止めたらセミの鳴
き声でした。(笑) スイカを食べて夏を乗り越えましょ
う！                   K.Nakajima 

                                                                     

新
潟
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設
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松

之
山
地
域
内
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に
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ド
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に
つ
い
て

県
の
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当
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、
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催
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後
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方
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す
る
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で
進
め
ら
れ
ま
す
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は
じ
め
に
高
橋
会
長
か
ら
松
之
山
地
域
の
全
体
要

望
と
し
て
、
松
之
山
交
差
点
か
ら
村
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機
ま
で
の
歩
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備
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配
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、
国
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の
ト
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な
ど
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、
そ
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後
各
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会
長
の
要
望
が
続
き
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し
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松
之
山
振
興
協
議
会
で
は
、
今
年
度
の
事
業
推
進
状

況
を
見
な
が
ら
次
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同
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の
会
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す
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計
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で
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各
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内
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に
つ
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て
は
地
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長
に
お
問
い
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せ
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だ
さ
い
。 

 

松之山振興協議会が毎年恒例の学習会を開催 
 

 自治振興会では今年から夏休みこどもの居場所づくり事業

として小・中学生を対象とした「まつのやまこども塾」を始め

ました。少子化で近所に子供がいない集落も多く、長い夏休

み期間中でもみんなで集まってワイワイ過ごせる居場所を提

供します。初回の 8月 3日は実践女子大の学生 9人から協力 

夏休み期間中に４回 まつのやまこども塾始めました！

https://www.facebook.com/hai.koncho

